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■ 一般会計
　市の会計の中心となる一般会計の決算額は、歳入が100億4,581万円、歳出が
99億756万円で、1億3,825万円の黒字となりました。このうち、平成26年度に予
算を繰り越して実施する事業の財源のほか、補助事業の精算還付金、基金積立金
など翌年度に必要な分の9,935万円を差し引いた3,890万円が実質的な収支額と
なります。
　また、長期借入金である市債の残高は3億1,660万円増加して84億1,361万円
となりました。市民1人当たりでは約87万円で、空知10市では中間に位置してい
ます。
　今後も、安全で安心な行政サービスを堅持できるよう、体力に見合う財政運営
を計画的に行うとともに一層の行財政改革を図っていきます。

一般会計に入ったお金は100億4,581万円
区分 決算額 対前年伸率 主な内容

市 税 9億2,117万円 △ 1.1％ 市民税、固定資産税、市たばこ税など
地方交付税 48億3,823万円 0.6％ 三笠市の財政力に応じた国からの交付金

国庫支出金 15億8,454万円 36.8％
国から三笠市に対して支出される負担金・
補助金・委託金

市 債 10億3,496万円 5.4％ 市の長期借入金

そ の 他 16億6,691万円 △12.1％
諸収入、使用料手数料、繰入金、道支出金な
ど

合 計 100億4,581万円 2.7％

一般会計が使ったお金は99億756万円
区分 決算額 対前年伸率 主な内容

借入金元利
償 還 金

8億2,918万円 △ 6.3％ 長期借入金の償還などのための経費

人 件 費 12億5,673万円 △ 0.3％
特別職・職員の給与や議員の報酬などのた
めの経費

扶 助 費 14億7,638万円 △ 2.0％
生活保護、障害者福祉・老人措置などのた
めの経費

物 件 費・
維持補修費

14億9,380万円 △ 4.0％
施設の運営、維持管理および行政事務費な
どのための経費

繰 出 金 6億 100万円 5.5％ 特別会計に対して一般会計が負担する経費
投資的経費 19億6,794万円 31.9％ 道路・公営住宅等建設事業などのための経費

そ の 他 22億8,253万円 1.2％
貸付金、積立金、負担金、補助金（企業会計
への補助金を含む）など

合 計 99億 756万円 4.0％
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■ 特別会計 ～ 全4会計で黒字となりました

区分 収入 支出 差引
後 期 高 齢 者 医 療 1億9,810万円 1億9,564万円 246万円
国 民 健 康 保 険 18億9,131万円 17億8,192万円 1億 939万円
介 護 保 険 12億3,223万円 11億6,344万円 6,879万円
育 英 296万円 276万円 20万円
合 計 33億2,460万円 31億4,376万円 1億8,084万円

収入支出差引額 1億3,825万円

H26への繰越財源 9,935万円

実質的な収支額 3,890万円

H26への繰越財源とは…
平成26年度に予算を繰り越して実施す
る事業の財源のほか、補助事業の精算還
付金、基金積立金など翌年度に必要な分
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■ 企業会計 ～ 3会計とも黒字となりました

区分 経理区分 収入 支出 差引損益
前年度からの
繰越損益

翌年度への
繰越損益

水 道 事 業
サービス部門 3億 951万円 2億6,602万円 4,349万円

2億4,169万円 2億5,515万円
建設設備部門 2億1,111万円 2億4,114万円 △3,003万円

下水道事業
サービス部門 5億 372万円 4億8,166万円 2,206万円

8,341万円 1億1,588万円
建設設備部門 5億3,316万円 5億2,275万円 1,041万円

病 院 事 業
サービス部門 21億 810万円 22億3,407万円 △1億2,597万円

124万円 122万円
建設設備部門 2億8,005万円 1億5,410万円 1億2,595万円

■ 一般会計の長期借入金の残高などの推移
　元利償還額は借入を抑制してきた結果、平成25
年度は8.3億円となりました。また、平成25年度は
過疎対策や学校等整備事業などで借入額が増加し
た結果、借入残高は84億円となりました。

■ 会計別借入残高の状況

会計 長期借入金 一時借入金
一 般 会 計 84億1,362万円 ―
特 別 会 計 0万円 ―
企 業 会 計 62億8,532万円 1億8,000万円
合 計 146億9,894万円 1億8,000万円

■ 平成25年度決算に基づく健全化判断比率などの状況
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく各指標は基準値を下回りましたが、今後もより効
率的、効果的な財政運営に努め、財政の健全性を維持していきます。

指標 内容 H25年度決算 H24年度決算 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率一般会計を中心とした赤字の割合 赤字なし 赤字なし 15.00%以上

連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、企業会計の全て
の会計の赤字の割合

赤字なし 赤字なし 20.00%以上

実質公債費比率年間の借金返済額の割合 10.2% 12.1% 25.0%以上
将 来 負 担 比 率将来に負担が見込まれる負債の割合 89.7% 103.8% 350.0%以上

資 金 不 足 比 率
企業会計ごとの経
営状態の悪化の度
合いを示す割合

水 道 事 業 資金不足なし 資金不足なし 経営健全化基準
下 水 道 事 業 資金不足なし 資金不足なし

20.0% 以上病 院 事 業 資金不足なし 資金不足なし

■ 財産の状況
　市には現金や不動産などの財産があります。

【公有財産】
　市の一般会計が保有している公有財産は土地
や建物、有価証券などがあります。

◆土地 2,728万㎡
◆建物 27万㎡
◆有価証券 4,871万円
◆出資による権利 1億1,214万円

【基金】
　基金とは、特定の目的のために資金を積み立て
た貯金のことをいい、利子を活用するものと元金
を活用するものがあります。基金には市民生活交
通確保基金や福祉基金など14の基金があります。

総額残高：11億1,627万円
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